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必要なものなので、これからも検討を重ねてい

ただきまして、ちゃんとした運営になりますよ

うによろしくお願いいたします。これで質問を

終わります。ありがとうございました。 

 

 

 内谷邦彦委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、順位４番、議席番号４

番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 通告書に従い、予算総括

質問をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 福祉あんしん課での補正予算、社会福祉総務

費（生涯活躍のまち・長井推進事業）。 

 長井市の中核戦略におけるリーディングプロ

ジェクトの一つとして、首都圏の元気な中高年

齢者の移住者を受け入れる生涯活躍のまち・な

がい、長井版ＣＣＲＣの形成を上げている。先

進都市の事例研究、本市のＣＣＲＣ関連資源の

調査、移住対象者のニーズ調査などを実施し、

生涯活躍のまち・ながい実現に向けた可能性と

事業推進の課題を検討するため、補正するもの

であるとしております。 

 2015年８月25日、政府の有識者会議は、日本

版ＣＣＲＣ、高齢者健康コミュニティーの名称

を生涯活躍のまちと定めました。生涯活躍のま

ち構想とは、東京圏を初めとする地域の高齢者

が、希望に応じて地方やまちなかに移り住み、

地域住民や多世代と交流しながら、健康でアク

ティブな生活を送り、必要に応じて医療、介護

を受けることができるような地域づくりを目指

すものであるとし、地方移住へのながれを推進

することが主な意義となっております。 

 福祉あんしん課課長に伺います。 

 委託先について、見積書の参考例として山形

市の株式会社フィデア総合研究所の見積書を添

付しておりましたが、ほかの業者の見積もりを

とるのか、とる場合、何社とる予定なのか伺い

たいのですが、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 お答えいたします。 

 添付の見積書につきましては、事業費の把握

及び予算要求のため、本市でまちづくり関係の

調査業務で実績のある地元山形県内の業者から

参考見積もりとしてとったものでございまして、

現段階でほかの業者から見積もりをとるという

ふうな予定はございません。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 逆に、そのほかに見積も

りをとるような業者がいないというのか、それ

ともとる必要がないと思っていらっしゃるのか、

どちらでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 予算を要求するた

めの資料というふうなことで、参考のためにと

った見積書でございますので、これからとると

いうふうな予定はございません。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 予算を要求するために参

考にとった見積もりであれば、これから変更が

あるということになるんでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 補正をお認めをい

ただいてから、これから入札というふうな形に

なりますので、その段階で決定をしていくとい

うふうなことですので、ご理解いただきたいと

思います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 委託先を決定するための

条件は設定されているのか、何を最重要として

いるのか伺いたいのですが、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 業務の委託先につ

きましては、指名型ではなくて公募型プロポー
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ザル方式により受託を希望する業者を公募いた

しまして、その参加業者の中で、提案内容等が

最もすぐれた提案と認められる者を委託先の候

補者として選定する予定でございます。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 本業務では、全国の先進

都市の事例や参考資料などを収集しつつとして

いますが、移住対象者に長井市としての方向性

を示す必要があると思うんですけども、調査対

象者への情報提供はどのように行うのでしょう

か、単なるアンケートとして回答を求めること

になるのか、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 福祉あんしん課長ですか。 

 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 アンケートにつき

ましては、どのような形でこれからこの事業を

進めたらよろしいかというようなことで、可能

性について調査をするものでございます。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 その可能性として調査す

るんであれば、その調査項目として、移住に対

して、移住に際し何が問題なのかの調査内容が、

今回その参考資料の中にはなかったんですけど

も、こういった移住に対して何が問題になるか

を問わないというのはちょっと問題だと思うん

ですが、どのように対応するのか回答できます

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 それにつきまして

は、プロポーザルで決定いただいた業者の方に

委託をするわけでございますので、その中でア

ンケートの内容についても協議してまいりたい

というふうに考えております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 そのアンケート結果に関

して、その課題の整理、報告書の作成って書い

てあるんですけども、報告書とともに、アンケ

ートの際の資料及びアンケートの用紙の回収は

一緒に行うのでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 アンケートにつき

ましては、基本的には委託というふうなことで、

業者の方に行っていただくわけなんですが、回

収率を考えますと、回収先というところが長井

市でないとなかなか回収率が上がらないという

ふうなこともございますので、そこのところは

一部共同というふうなことでやっていきたいと

いうふうに考えております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 じゃあ、そのアンケート

の用紙は、大体自分の長井市の手元に最終的に

はあるという考え方でよろしいんでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 回収につきまして

は、長井市のところに来たものを業者のほうで

取りまとめていただくというふうな流れになる

と思います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 あと、移住者の目標値と

して、大体年間何名として考えておられるのか

伺いたいのですが、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 目標値といたしま

しては、50人というふうなことで想定してござ

います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 その50人、何家族何名と

かではなくて、単に50名という形なんでしょう

か。要するに、単一世帯で考えてらっしゃるの

か、世帯数は大体このぐらいで、そのような50

名と考えていらっしゃるのか、そちらはいかが

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 佐藤 隆福祉あんしん課長。 

○佐藤 隆福祉あんしん課長 具体的なところに

つきましては、これから調査結果を見ながら検

討してまいりたいというふうに考えております。 
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○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 次に、厚生参事に伺いま

す。 

 移住対象者の年齢について、40歳から60歳と

してのアンケートのようですが、現実問題とし

て、最高齢はどのように考えているのか。政府

の方針では、首都圏の50代、60代に地方に移住

してもらおうとする構想のようですが、いかが

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 現在のところ、具体的な移

住者の最高齢の設定ということは考えておりま

せん。 

 我々は今回のこのプロジェクトについては、

元気に活躍できる方ということをまず主眼に置

いてますので、市としては50代から60代前半く

らいで、まだまだ現役で元気に活躍できる方を

想定しているところです。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 じゃあ、もしなんですけ

ど、その70代とか80代で、私は今元気ですと、

ぜひ長井市に移住したいと来たら、どういうふ

うに考えられますか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 今後検討させていただきま

すが、確かに70代でも元気な方もありますし、

長井のほうに来て、いろいろ社会貢献もしたい

とかいろいろな方もいらっしゃると思います。

その場合は、70歳も拒むということにはならな

いんじゃないかなというふうに思います。いろ

いろな各市でのやっている調査結果もあるよう

ですから、その辺も見比べさせていただいて、

検討させていただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 移住者の海外在住経験や

技能を子供たちの学びに活用とありますけども、

必ずしもこのような方だけとは限らないと思い

ますけども、その辺については制限するのか、

それともフリーで考えられるのか、その辺はい

かがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 制限云々はちょっとまだあ

れなんですが、今、私のほうから申し上げたよ

うに、長井市のまちづくりに協力いただけると

いいますか、50代から60代全般の元気なシニア

層というふうに思っています。もちろん、もっ

と若い方でも結構かなというふうに思っておる

ところでありますんで、移住者なりの経験とか、

そういうことだけじゃなくて、やっぱり元気な

シニア層が、何かしら生きがいを持って、例え

ば余暇活動もやったり、長井市の中に入ってき

て社会にかかわって社会貢献をするというよう

な自己実現ができる方、そういう方をまずは考

えておるということでありますし、例えば持っ

ている資格として、医療とか介護のお手伝いを

していただける、あるいは起業できる方なんか

もいるかもしれません。そういった方なども想

定しながら考えていきますし、長井市は地方創

生で、いろんな今プロジェクトが出てると思い

ます。インキュベーションの整備、創業支援と

かいろいろ、新規就農というようなこともあり

ますんで、そういった部門と連携させていただ

いて、進めさせていただきたいなというふうに

思います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 今、長井市が検討してい

る事業について、アメリカではＡＡＲＣと呼ば

れる元気な高齢者向けリタイアメントコミュニ

ティーとなるのではないかと思います。ＡＡＲ

Ｃでは50代後半で自宅からＡＡＲＣに移り住み、

ゴルフ、釣り、山登りなど、趣味や娯楽、学習

を楽しみながら夫婦で人生を謳歌しますと、そ

して加齢とともに配偶者が亡くなったり虚弱に

なったりして、生活支援や介護が必要になった

80代前後でＣＣＲＣに移住します。ここでのＣ

ＣＲＣとは、継続介護つきリタイアメントコミ
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ュニティーとなりますので、ＣＣＲＣでは、元

気なうちに自立的な生活ができる人が入居し、

いざ介助や専門的な介護が必要になったときも、

その施設で継続してケアが受けられる、通常、

インディペンデント・リビングと呼ばれる自立

健常者向け住宅と、日々の生活介助が受けられ

る介助サービスつき居住棟アシステッド・リビ

ング、専門的な介護、重度要介護者が介護サー

ビスを受けられるナーシングホームの３種類が

同一敷地内にあることが求められますが、政府

では、そのアメリカの事業のＡＡＲＣとＣＣＲ

Ｃを一緒にして行おうとしているように思いま

すが、ここで考えているのか、それともアメリ

カの場合のＡＡＲＣでは医療介護サービスはあ

りませんし、ＡＡＲＣは戸建ての住居で、ＣＣ

ＲＣの場合は集合住宅になります。長井市が考

えてるＣＣＲＣとはどういうものなのでしょう

か。 

○蒲生光男委員長 厚生参事ですか。 

 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 我々が今のところ思ってい

るのは、ちょっと繰り返しになりますが、長井

のほうに来て活躍いただける方、先ほど元気な

シニア層というふうに申し上げたとおり、しば

らくはやっぱり元気で、長井のほうへ来ていた

だいて、自分らしい暮らしということを想定し

ておるということでございます。 

 医療、介護を提供する体制というのは、これ

基本だとは思っています。今も一生懸命やって

るんですが、ただ、介護を今々必要とするとい

う人ではなくて、やっぱり社会とのかかわりを

持ち、地域の人と交流であったり、若い人との、

多世代との交流ができる方というふうに思って

いますんで、その介護のお話は少し先の話かな

というふうに思いながら、今進めておるところ

であります。 

 ただ、長井市は、おかげさまで特別養護老人

ホームでありますとか、老人保健施設、グルー

プホームなどの介護施設の整備が相当ほかのま

ちより進んでおりまして、県内13市の中で

1,000人当たりの介護施設というのはナンバー

ワンというふうに思っております。 

 先ほど、移住に50名という話を出したわけな

んですが、その方が今おっしゃるように、お年

を召していらっしゃった場合、この方が全部介

護になるとは限りませんので、うちのほうの介

護認定率、それなんかを見ると、十七、八％だ

と思うんですけども、せいぜい９人いるかどう

かということでありますんで、万が一そういう

ことがあったとしても、９人はうちで受け入れ

られる数字ではないかなというふうに思ってい

ます。以上です。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 わかりました。 

 長井市で検討している、そのＣＣＲＣに関し

ての住宅に関して、サービスつき高齢者向け住

宅で検討をしているのでしょうか。サービスつ

き高齢者住宅でなければ、介護保険や医療保険

の住所地特例が受けられなくなります。サービ

スつき高齢者住宅とは、一定の床面積の個室や

バリアフリーを有し、少なくとも安否確認、生

活相談サービスを提供する住宅になりますけど

も、今ＣＣＲＣに対しての住居はどのように考

えているのか、厚生参事、お願いします。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 高齢者サービスつき住宅と

いうのも重要なポイントかと思っています。た

だ、この事業を進めるに当たって、今回、可能

性調査をしながら、次のステップとして大事な

のは、やっぱり事業主体といいますか、運営主

体の方をどうするかというのは非常に大きなポ

イントだと思っています。これこそ民間の力を

おかりしなくてはならないし、今の制度でも、

減税でありますとか、いろんな特典はそういっ

た部分にあろうかと思っています。 

 そこからすぐにサービスつき高齢者住宅とい
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うことに結びつくかどうかというのは、今のと

ころ不明です。それがなければならないのかと

いうと、可能性調査のところで、ひょっとする

と、やっぱり一戸建てという意向も出てきたり、

いろいろなんじゃないかなというふうに思いま

す。 

 ただ、全国各地の例も見てみましても、サ高

住で一応の首都圏からいらっしゃる方の条件を

整えましょうというようなこともありますんで、

決してその選択肢はないという意味ではないん

ですが、それがないと全て進まないのかってい

うと、そうではないかなと思っています。 

 また、サ高住の場合ですと、やっぱり年齢制

限等々ありますんで、ただいま私のほうから申

し上げました若いシニア層となると、ちょっと

入れないということがあったりして、全て、万

能といいますか、サ高住をやれば全てが動くと

いう形では多分ないんだろうなというふうに思

っています。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 そうすると、その住所地

特例って使えなくなっちゃいますよね、基本的

には。その辺はどのように考えてらっしゃいま

すか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 サ高住は、今回の改正で住

所地特例を使えるというふうになってきていま

すんで、やはり東京からいらっしゃった方等々

の場合も使えると思います。 

 ただ、住宅にサービスをどうつけるかってい

うのは、まだ、何ていいますか、建てる方がど

ういうふうに考えるかもありますので、その内

容といいますか、程度の問題はいろいろあろう

かなというふうに思っています。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 私が聞きたいのは、移住

された方には住所地特例使えないと、基本的に

長井市の負担って最終的に多くなっちゃいます

よね。だから、逆に言うと、サ高住の住宅に基

本的に住んでもらうような形をとらないと、最

終的に住宅地特例が使えないと、長井市が基本

的に介護関係の費用を負担せざるを得なくなっ

ちゃう部分があると思うんですけども、その辺

はどのように考えていらっしゃいますか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 ご指摘のとおり、住所地特

例を使える施設のほうが、我々にとってはいい

条件だと思っています。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 その辺は、逆に来られる

方にアピールするとか、そういうお願いをする

ということはやらない、それともやっていくつ

もりなんでしょうか、その辺はいかがですか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 ちょうど米沢の駅の東側に

サービスつき高齢者住宅というのがあります。

なかなか入居が少ないようですが、やっぱりＰ

Ｒの問題だというふうなことを社長さんもおっ

しゃっていましたんで、単なるＰＲだけではち

ょっと及ばないようですんで、しっかりそのサ

ービスの中身であるとか、給付なり負担の関係

はこうですという、住所地特例の話も含めなが

ら、やっていかなくちゃならないなというふう

に思います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 あと、この事業に雇用が

生まれるというふうに書いてあるんですけども、

これ、基本的に介護という考え方でいくと、そ

の介護を受けられる者３人に対して、看護職員

が１名以上配置することが義務づけられている

という考え方なんですけど、それこそ先ほどお

っしゃられた何年後の話という形になっちゃう

ので、基本的にそのＣＣＲＣで人が来ましたっ

ていうときに、そこで雇用が生まれるという考

え方がちょっと理解できないんで、その辺はど

のように考えられていますか。 
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○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 多分、委員がおっしゃるサ

高住で新設すれば、当然スタッフの方も必要に

なってきて、看護師であるとか、例えば先ほど

私が申し上げた米沢の例ですと、フィットネス

とかも持ってまして、そこにもスタッフが必要

です。もちろんそれに、裾野の広い作業になっ

てきますんで、取引関係が生まれるもんでない

かなというのは承知しているところであります。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 とすると、要するにこの

ＣＣＲＣというのは、基本的に民間との共同開

発事業であって、いろんなサービスを提供しな

がら移住者を集めるという考え方を今後やって

いくという考え方でよろしいんですか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 サービスも大変必要かと思

っています。ただ、先ほど来ちょっと申し上げ

ましたが、若い人が長井のほうに来ていただい

て、いろんなかかわりを持ってやっていただく

ということで、やっぱりコミュニケーション、

コミュニティーというものが必要なんだと思う

んですね。教育現場において教えに行くという

場面もあるかと思います。そこで、いろんな人

とおつき合いが出てくるんだと思います。また、

そういうところに入っていく、それが一番まず

は大事なところ。そういったコミュニティーも

市内に多分いっぱいあるんじゃないかなと思っ

てます。そういったものがありますという売り

をして、東京なり、そういった方が、ああ、そ

ういう形であればというのが、今のところ、国

なり県では一番大事なところだというふうなこ

とを思ってますんで、先ほど多世代との交流と

か地域間の交流とか申し上げたんですが、そう

いった部分を最初に見つけてといいますか、構

築してという形が第一歩かと思っています。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 そうすると、居住者って

いうのは、ある程度の場所に集められるのか、

それともお好きなところへどうぞという形にな

るのか、その辺はどのように考えてらっしゃい

ますか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 可能性調査の結果を見ない

となかなか言えないかなというふうに思います

が、アメリカ式みたいにどっか１カ所というこ

とではなくて、やっぱり長井市全体で一つの、

私どもタウン型というような形も言わせていた

だいているんですが、そういった形でしたいな

というふうには思っております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 今回調べてみてわかった

んですけども、アメリカではそのＣＣＲＣで集

合住宅に住むよりも、いつまでも自宅に住むこ

とが望まれていると。当然といえば当然なんで

すけども、その際のサービスとして、ビレッジ

コンシェルジュという充実した生活支援サービ

スの提供を行っています。食料品などの買い物

代行であったり、交通手段、日々の生活に自宅

でのいろんなことをやってくれる便利屋さん、

あと、処方箋薬の手配、日々の生活に欠かせな

いサービスを一まとめに電話１本で提供する、

足腰が弱って外出がおっくうになりがちな高齢

者の会員にとって、そのビレッジコンシェルジ

ュが生活周りの世話役となっている事業がある

と。こんな事業も、やはり長井市でも、今回、

ＣＣＲＣだけではないと思うんですけども、こ

ういったことを検討するということは可能なん

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 今、福祉の現場のほうでは、

コンシェルジュと言われる概念は、多分生活支

援事業ということで、今の新しい介護保険計画

ではスタートさせていただいてます。その協議

体もつくっておりますんで、地域でみんなでお

年寄り同士が助けるだとか、そういうコミュニ
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ティーをつくりながらやっていきますんで、や

っぱり外から入る方も、そういったものに入っ

ていただいて、住んでいただくというスタイル

を想定してやってます。 

 介護保険だけでなくて、シルバー人材センタ

ーなんかも、買い物お手伝いであるとか、そう

いったサービスをできるようなことを構築して

ますんで、長井市の場合は、やっぱり徐々にで

きつつあるんじゃないかなというふうに思って

います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 最後に、市長に伺いたい

んですけども、このような事業に関して、他市

町と共同事業で行う考えはあるのでしょうかと。

単一自治体でさまざまな事業を単独で行うこと

は、費用及び運営負担の面で限界があると思い

ます。そういった場合に、他市町、この近辺で

いうと白鷹町、飯豊町、小国町、南陽市でもい

いんでしょうけども、その辺の各自治体で同様

な問題を抱えていると思いますので、そういっ

た形で共同事業としてやるような考え方という

のは、これからお持ちになるのでしょうか、今

現在お持ちなのでしょうか、全くお持ちじゃな

いのか伺いたいんですが。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えする前に、もう一回、内

谷委員のほうからはいろんなケースを考えて想

定されて、本当に核心の部分の質問などをいた

だきましたけれども、私の認識では、具体的に

ＣＣＲＣって、去年の春ぐらいに国で打ち出し

てきました。私どももＣＣＲＣについては、そ

の必要性というのは、私ども長井でも十分に検

討しなきゃいけないということで、10のリーデ

ィングプロジェクトに上げたんですけれども、

最初国で言っていたＣＣＲＣはアメリカ型を想

定してて、大学の近くに、いわゆる、こういう

言い方は適切じゃないかもしれないですけども、

知的好奇心の高い元気な高齢者、まだ50代、60

代、その方たちが大学で学生と一緒に学んだり、

自分の生きがいとかをそこで見つけて、それで

元気にアクティブシニアで頑張るんだと、それ

が地域経済にとってプラスになるだろうという

ことだったんですが、今全くそういうことはな

くなってきました。 

 というのは、そんな画一的なもので日本のＣ

ＣＲＣはできっこないということがわかってき

たと思うんですね。現に今まで成功してる事例

っていうのは先行型でありまして、もう三、四

年前から具体的な例があるんですけども、そう

いったところも、先ほど言いましたサ高住って

いいますかね、サービスつき高齢者住宅的なと

ころが多いんですね。ただ、それで本当にこれ

からの、特に首都圏の人たちが我々地方に来て

くれるのかといったら、そう簡単なもんじゃな

いというふうに思ってます。 

 私ども長井市で、なぜＣＣＲＣに取り組むか

ということについては、まず人口がどんどん減

っていく中で、一番は若い人にとどまってもら

って、若い人に戻ってきてもらいたいんですが、

それはそれで大きなプロジェクトとして頑張る

と。なお、やっぱり高齢者がどんどんふえてい

くのは、これ事実ですし、あと20年もすれば、

長井市は高齢者自体が減ってくると。ですから、

福祉施設自体が必要なくなるところも出てくる

のかもしれません。そうしますと、今度、せっ

かくここにいた若い女性が、また都会に吸い込

まれるんじゃないかと、そういうこともあって、

何らかのきっかけとしてＣＣＲＣに取り組むべ

き、何ていうんでしょうかね、価値はあるとい

うふうに思ったところです。 

 県内でもＣＣＲＣに具体的に取り組もうとし

ている市町村は５つか６つぐらいだと思います。

ということは、ほかのところは検討すらしてな

いんですよ。したがいまして、簡単に言えば、

私ども長井の人口を少しでも減らさないように、

そして、後々、特老も含めたさまざまな介護の



 

―３０５― 

需要が、ある程度これからも続けるようにとい

うことも想定しながら、なおかつ、来る人の立

場を考えますと、やっぱり北国はほとんど来な

いんですよね。 

 いろいろアンケートを見ますと、まずは首都

圏ですよ。東京に住んでる人が埼玉とか千葉だ

とか神奈川とか、せいぜい栃木とか茨城ぐらい

ですよね。あとは沖縄とか九州のあったかいと

ころに行くんですよね。ですから、長井みたい

なところへ来る方はどうかというと、多分この

近くの出身の方だとか、親とか親戚がこの近く

にいると、余生を送るんじゃなくて、もう50代、

60代の元気なうちに、例えば、この際だから自

分で商売始めようとか、あるいは、もう十分な

経済的余裕あるんで、こちらで社会奉仕をしな

がら自分の趣味とか生きがいを見つけて、家族

で、夫婦で暮らしていこうとか、いろんなケー

スが想定されると思うんですけども、そういっ

たところを今後どういうふうに我々組み立てて

いくかというための調査なんですよ。ですから、

具体的なところは全く決まってないんですね。 

 あとは、コンサルティングもそういう状況で

ございますので、全国には何十、何百っつって

も二、三百ぐらいでしょうけども、取り組みた

いという自治体ありますよね。組めるシンクタ

ンクっていうのは、そうはないんですよ。 

 ですから、果たして今回の金額で可能性調査

できるか非常に不安です。多分、我々みたいな

ところは相手してもらえないんじゃないかとい

う気もあるんですけども、ただ、やっぱりこれ

からのことを考えますと、少しでも可能性のあ

るものは挑戦していきたいと。 

 それが、例えば子育てとか教育に、こういう

人材を求めてますと、ただ、仕事というよりも、

半分ボランティアだと、半分は有償ボランティ

アみたいな格好で手伝ってもらいたいというこ

とを強烈にアピールして、なおかつ、私ども長

井では、こういった楽しみ方ができますよとい

うことなどもアピールして募らないと、50人と

いうのも難しいだろうというふうに思っており

ますんで、まずは、周りの市町村と一緒にやる

というのは、もう性格が違いますので、これは

産業振興だったらできるんですよね、しなきゃ

いけない、むしろ。産業振興こそ、１つの単独

の市町村なんて、これできっこないですね、こ

れは広域で。ただ、この場合は、具体的に長井

に住んでいただくということが目的の一つなん

で、やっぱり広域ではなく、長井で頑張ってい

くものだというふうに思っております。長くな

りました。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 私が質問させていただい

ているのは、移住していただきたい、移住する

人が不安なく来ていただきたいという気持ちが

ありますので、当然問題になりそうな部分に関

しては、初めから出していかないと、基本的な

向こうの情報不足でなって、さあ、来てみたけ

れども、実際、思惑と全く違ったというふうな

ことがあると、まるっきり、それこそ悪いうわ

さが立ってしまうという状況がありますので、

今その調査段階とはいっても、ある程度やっぱ

り想定した、最終的な形を想定しながらいかな

いと、最終的な形は見えてこないと思っていま

すので、今回こういう質問をさせていただきま

した。 

 これで質問を終わります。ありがとうござい

ました。 
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○蒲生光男委員長 次に、順位５番、議席番号８

番、今泉春江委員。 

○８番 今泉春江委員 日本共産党の今泉春江で

ございます。 


